
1 広報やちよ№678 2016.4月号

４
広報やちよ №６７８

月号



2広報やちよ№678 2016.4月号

平
成
28
年
度
予
算

平
成
28
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
28
年
度
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
予
算
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
前
年
度
よ
り
５
億
４
千
９
０
０
万
円
増
額（

前
年
度
比

７
・
４
％
増）
し
、
79
億
９
千
３
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
財
政
係

内
線
３
２
２
０

歳出

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
東
中
学

校
の
新
校
舎
建
設
や
不
足
す
る
財

源
を
補
う
た
め
の
も
の
で
す
。

地
方
交
付
税
で
は
、
国
に
お
い

て
０
・
３
％
の
減
額
を
計
画
さ
れ

る
な
か
、
４
千
６
１
５
万
円
減
額

し
、
16
億
７
千
３
１
９
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

町
債（

町
の
借
金）

は
、
前
年

度
よ
り
２
億
９
千
６
９
０
万
円
増

額
し
８
億
７
千
８
４
２
万
円
と

な
っ

て
い
ま
す
。

民
生
費
が
32
・
２
％
、
教
育
費

が
21
・
０
％
と
な
り
、
予
算
全
体

の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

民
生
費
で
は
児
童
や
高
齢
者
、
障

が
い
者
の
福
祉
に
関
す
る
予
算
が

主
な
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
今
年

度
も
医
療
費
の
助
成
や
保
育
料
負

担
軽
減
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
教
育
費
は
主
に
幼
稚
園
や

小
中
学
校
に
関
係
す
る
予
算
に
な

り
ま
す
が
、
東
中
学
校
の
新
校
舎

建
設
を
始
め
、
教
育
環
境
の
充
実

を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
土
木
費
で
は
快

適
で
安
全
な
道
路
の
整
備
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
橋
の
安
全
点
検

や
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
消
防

費
で
は
災
害
に
備
え
る
た
め
、
避

難
所
な
ど
へ
の
無
線
機
器
の
整
備

や
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

町
税
は
、
町
民
税
や
た
ば
こ
税

の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
固

定
資
産
税
な
ど
の
増
収
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
３
千
９
７
４
万

円
増
額
し
24
億
３
千
３
０
２
万
円

と
し
て
い
ま
す
。

繰
入
金（

町
の
貯
金
取
り
崩
し）

で
は
、
前
年
度
よ
り
１
１
０
万
円

増
額
し
、
４
億
９
千
１
０
１
万
円

※本文及び図表など

は、千の位を四捨

五入しています。合

計などの数値に若

干の誤差が生じる

ことがあります。

その他の交付金6,617万円（0.7％）

自動車取得税交付金2,460万円 配当割交付金1,535万円

株式等譲渡所得割交付金1,105万円 地方特例交付金807万円

利子割交付金292万円 交通安全対策特別交付金214万円

ゴルフ場利用税交付金204万円

地方譲与税

1億3,050万円（1.6％）

地方消費税交付金

3億2,586万円（4.1％）

その他 3,776万円（0.5％）

使用料・手数料 3,101万円

財産収入 675万円

繰入金

4億9,101万円（6.2％）

諸収入

1億6,130万円（2.0％）

分担金・負担金

7,177万円（0.9％）

町税

24億3,302万円

（30.5％）

県支出金

6億6,271万円

（8.3％）

繰越金

1億5,300万円（1.9％）

自主財源（42.0％）

依存財源（58.0％）

一般会計

歳入
79億

9,300万円

地方交付税

16億7,319万円

（20.9％）

国庫支出金

9億829万円

（11.4％）

町債

8億7,842万円

（11.0％）

民生費

25億7,482万円

（32.2％）

教育費

16億7,553万円

（21.0％）

総務費

10億4,358万円

（13.1％）

土木費

6億608万円

（7.6％）

公債費

5億5,190万円

（6.9％）

衛生費

5億430万円

（6.3％）

農林業費

4億9,679万円

（6.2％）

消防費

3億5,887万円

（4.5％）

議会費

1億989万円

（1.4％）

商工費

5,124万円

（0.6％）
予備費

2,000万円

（0.2％）

79億

9,300万円

一
般
会
計

歳
入

一
般
会
計

歳
出
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○新規学卒者雇用促進奨励金交付事業 300万円

町内に住所を有する新規学卒者を正規雇用した町内

事業主に奨励金を交付します。

○社宅・社員寮整備支援事業 400万円

社宅や社員寮を整備した事業者に整備費用を助成し

ます。

○医療福祉費支給助成事業 1,450万円

県の行う医療福祉費支給の対象を拡大し、子育て支

援の充実を図ります。

○グリーンビレッジ等管理運営事業 4,080万円

八千代グリーンビレッジを中心とした観光資源を活

用して、町のイメージアップと観光の振興を図ります。

○橋梁長寿命化補修事業 4,480万円
きょうりょう

老朽化の進んでいる橋の補修工事を実施し、橋の安

全性を保ちます。

特 別 会 計 予 算 額 対前年度比較

国民健康保険 事業 33億539万円 -3億518万円

後期高齢者医療事業 1億6,305万円 -297万円

介 護 保 険 事 業 16億9,523万円 3,674万円

中央土地区画整理事業 1億7,308万円 -1,017万円

農業集落排水 事業 5億4,392万円 -5億6,233万円

下 水 道 事 業 4億5,014万円 3,062万円

水道事業

収益的 4億6,782万円 49万円

資本的 7,546万円 -3,046万円

合 計 68億7,409万円 -8億4,326万円

特
別
会
計
は
全
体
で
、
前
年
度

よ
り
８
億
４
千
３
２
６
万
円
減
額

（

前
年
度
比
10
・
９
％
減）

し
、
68

億
７
千
４
０
９
万
円
と
な
っ

て
い

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
町

の
国
民
健
康
保
険
事
業
を
経
理
す

る
会
計
で
す
が
、
今
年
度
は
33
億

５
３
９
万
円
を
計
上
。
前
年
度
と

比
較
し
て
３
億
５
１
８
万
円
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化
や
医
療

技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
医
療

費
が
増
大
す
る
一
方
、
国
保
税
は

被
保
険
者
数
の
減
少
や
景
気
の
低

迷
に
よ
り
減
収
し
て
き
て
お
り
、

財
政
運
営
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
町
で
は
特
定

健
診
の
受
診
率
向
上
を
目
指
し
、

引
き
続
き
被
保
険
者
へ
の
広
報
活

動
を
行
い
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
な
が

ら
、
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て
い

○道路整備事業 1億1,123万円

一級町道のうち８号線、14号線、15号線や筑西幹線

道路の整備を推進します。一般町道についても、維

持補修、排水整備を進めます。

○東中学校校舎改築事業 10億3,463万円

平成27年度から平成29年度の３カ年計画の２年目に

あたり、今年度は新校舎建設が完成し、旧校舎の解

体及び撤去を実施します。

き
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

は
集
落
内
の
汚
水
を
処
理
施
設
で

浄
化
し
、
生
活
環
境
の
改
善
を

行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
５
億

４
千
３
９
２
万
円
を
計
上
。
前
年

度
よ
り
５
億
６
千
２
３
３
万
円
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
大
幅
に
減
額

と
な
っ
た
の
は
、
中
結
城
東
部
地

区
の
処
理
施
設
が
完
成
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
下

水
道
管
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

特別会計と企業会計

特別会計とは、特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区別して別個

に処理するために設けられる会計です。国民健康保険事業や介護

保険事業等、法律によりその設置が義務付けられているものと条

例により設置するものがあります。企業会計は、民間企業と同じ

ようにその事業収入で支出を賄う独立採算で事業を行う会計で、

当町では水道事業が該当します。

特
別
会
計
予
算

平成28年度予算注目事業

建設が進む東中学校新校舎
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

町
で
は
、
平
成
23
年
３
月
に「

人
・
地
域
と
も
に
輝
く
協
働
の
ま
ち
八

千
代」

を
将
来
像
と
す
る
第
５
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
各
種
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
前
期
基
本
計
画
の
成
果
と
課
題
を

踏
ま
え
、
人
口
減
少
時
代
の
到
来
や
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
な
ど
の

社
会
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
受
け
止
め
、
さ
ら
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
の
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た「

八
千
代
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略」

の
内
容
を
反
映
さ
せ
、
町
民
誰
も
が
健
や
か
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
後
期
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

計
画
の
期
間

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度

計
画
策
定
の
基
本
的
考
え
方

■
重
点
施
策
の
明
確
化

■
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
の
整
合

■
地
方
創
生
関
連
の
取
り
組
み
と
の
整
合

■
必
要
性
が
極
め
て
高
い
施
策
の
重
視

■
新
た
な
活
性
化
施
策
の
導
入

■
上
位
計
画
及
び
本
町
各
部
門
計
画
と
の
整
合

計
画
の
前
提
と
な
る
社
会
情
勢

■
少
子
化
に
伴
う
人
口
減
少
時
代
の
到
来

■
高
齢
化
の
急
速
な
進
展

■
地
域
間
競
争
の
激
化

■
連
携
・
交
流
の
拡
大

■
高
度
情
報
化
の
進
展

八
千
代
町
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

八
千
代
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

問
町
内
の
事
業
者
が
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
新

規
学
卒
者
を
正
規
雇
用
し
た
場
合
に
、
事
業
主
に

雇
用
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
総
合
戦
略
室

内
線
３
２
３
０

町
内
へ
転
入
し
、
住
宅
を
取
得
し
た
人
に
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
総
合
戦
略
室

内
線
３
２
３
０

町
内
に
社
宅
や
社
員
寮
を
整
備
し
た
事
業
者
に

整
備
し
た
戸
数
に
応
じ
て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
総
合
戦
略
室

内
線
３
２
３
０

町
内
在
住
の
新
婚
家
庭
の
方
が
民
間
賃
貸
住
宅

に
入
居
し
た
場
合
に
、家
賃
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
総
合
戦
略
室

内
線
３
２
３
０

２

八
千
代
町
へ
の
新
し
い「

ひ
と」

の
流
れ
を
つ
く
る

町
で
は
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
・
克
服
に
向
け
て「

八
千
代
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン」

と「

八
千
代
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略」

を
策
定
し
ま
し
た
。
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
は
、
将
来
の
方
向
性
と
人
口
の
将

来
展
望
を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
今
後
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
施
策
を

ま
と
め
た
も
の
が
総
合
戦
略
で
す
。

総
合
戦
略
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
の
５
カ
年
計
画
で
、
４
つ
の
基
本
目
標
と
そ
れ
に
対
応

し
た
施
策
・
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１

若
い
人
が
定
住
で
き
る「

し
ご
と」

を
つ
く
る

八
千
代
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み

問

問

問

○
新
規
学
卒
者
雇
用
促
進
奨
励
金
交
付
事
業

○
転
入
者
住
ま
い
応
援
事
業

○
社
宅
・
社
員
寮
整
備
支
援
事
業

○
新
婚
家
庭
家
賃
助
成
事
業
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総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定

に
あ
た
り
、
大
久
保
司
町
長
か
ら

八
千
代
町
総
合
計
画
審
議
会（

大

久
保
武
会
長）

に
諮
問
が
あ
り
、

審
議
結
果
を
２
月
22
日
に
町
長
へ

答
申
し
ま
し
た
。
審
議
会
は
町
議

会
議
員
、
学
識
経
験
者
、
住
民
、

町
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

答
申
に
は
、
施
策
の
重
要
度
を

考
慮
し
計
画
的
に
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
、
若
者
が
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る

こ
と
な
ど
の
意
見
が
付
さ
れ
ま
し

た
。

5

町長に答申書を手渡す大久保会長（左）

町
総
合
計
画
審
議
会
が
町
長
に
答
申

■
国
際
化
の
進
展

■
地
方
分
権

■
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り

将
来
像

人
・
地
域

と
も
に
輝
く

協
働
の
ま
ち

八
千
代

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
５
つ
の
基
本
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

１

誰
も
が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち（

健
康
・
福
祉）

２

緑
豊
か
で
、
安
全
・
快
適
な
生
活
環
境
の
ま
ち（

生
活
環
境
・
都

市
基
盤）

３

町
に
愛
着
を
持
ち
、
意
欲
あ
ふ
れ
る
人
を
育
む
ま
ち（

教
育
・
文

化）

４

交
流
・
連
携
で
広
げ
る
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち（

産

業）

５

み
ん
な
で
築
く
、
協
働
の
ま
ち（

自
治
・
ま
ち
づ
く
り）

問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
係

内
線
３
２
１
０

耐
震
診
断
を
行
っ

て
耐
震
性
が
低
い
と
判
断
さ

れ
た
住
宅
の
補
強
を
行
う
場
合
、
設
計
費
用
と
工

事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

内
線
２
４
３
０

各
種
団
体
が
主
催
す
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
に
、運

営
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
総
合
戦
略
室

内
線
３
２
３
０

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
会
員

登
録
し
た
方
に
入
会
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
総
合
戦
略
室

内
線
３
２
３
０

茨
城
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
該
当
者（

町

内
在
住
の
女
性）

に
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

TEL

48-

１
９
５
５

地
域
住
民
と
連
携
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。

総
務
課
消
防
交
通
係

内
線
３
１
３
１

関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

総
務
課
消
防
交
通
係

内
線
３
１
３
１

町
内
へ
移
住
す
る
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
、
町
内
の
自

動
車
販
売
会
社
で
新
車
の
軽
自
動
車
を
購
入
す
る

場
合
に
助
成
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
総
合
戦
略
室

内
線
３
２
３
０

病
気
の
回
復
期
の
児
童
を
一
時
的
に
預
か
る「

病

後
児
保
育」

を
始
め
ま
す
。
勤
務
の
都
合
な
ど
で

保
育
で
き
な
い
小
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を

保
育
所
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
で
預
か
り
ま
す
。

福
祉
保
健
課
児
童
福
祉
係

内
線
１
２
２
０

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
等
で
児
童
扶
養
手
当
全
部
支
給
対
象
者
に
利
用

料
を
助
成
し
ま
す
。

福
祉
保
健
課
児
童
福
祉
係

内
線
１
２
２
０

防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
術
の
習
得
が
で
き
る

防
災
士
資
格
の
取
得
に
講
習
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

総
務
課
消
防
交
通
係

内
線
３
１
３
１

問
い
合
わ
せ

総
合
戦
略
全
般
に
関
す
る
こ
と

企
画
財
政
課
総
合
戦
略
室

内
線
３
２
３
０

３

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る「

ま
ち」

を
つ
く
る

４

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
と
魅
力
あ
る
地
域
を
つ
く
る

問問問

問問問問問

問

問 ○
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
金
交
付
事
業

○
Ｉ
タ
ー
ン
者
軽
自
動
車
購
入
支
援
事
業

○
婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催
支
援
事
業

○
病
後
児
保
育
事
業

○
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員

登
録
推
進
事
業

○
不
妊
治
療
助
成
事
業

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用

料
助
成
事
業

○
防
災
士
資
格
取
得
助
成
事
業

○
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

○
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
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健
康
づ
く
り
の
推
進
に
尽
力

ー
食
生
活
改
善
推
進
員
２
人
が
表
彰

ー

表彰された井上さん（右）と諏訪さん

民
間
自
治
功
労
で
２
人
が
表
彰

ー

税
の
公
平
な
賦
課
と
畑
総
の
推
進
に
尽
力

ー

２
月
17
日
に
茨
城
県
庁
で
平
成

27
年
度
県
民
健
康
づ
く
り
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
功

労
者
と
し
て
、
新
井
の
井
上
和
恵
さ

ん
に
県
知
事
か
ら
、
苅
橋
の
諏
訪
静

江
さ
ん
に
県
保
健
福
祉
部
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
二
人
が
食
生
活

改
善
推
進
員
と
し
て
健
康
料
理
教

室
の
開
催
や
食
育
推
進
活
動
を
行

い
、
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
活
動

ー

下
妻
警
察
署
か
ら
感
謝
状

ー

２
月
22
日
、
川
西
小
学
校
で「

川
西
見
守
り
隊」

引
き
継

ぎ
会
が
行
わ
れ
、
会
の
冒
頭
で
下
妻
警
察
署
の
郡
司
文
夫
署

長
か
ら
、
日
ご
ろ
の
活
動
に
対
し
て
、
感
謝
状
が
川
西
地
区

教
育
振
興
会
の
福
島
信
夫
会
長
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

見
守
り
隊
は
、
川
西
地
区
教
育
振
興
会
を
中
心
に
平
成
22

年
10
月
に
発
隊
、
現
在
98
人
が
隊
員
登
録
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
見
守
り
活
動
は
、「

い
つ
で
も

ど
こ
で
も

気
楽

に
気
長
に

危
険
な
く」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
日
常
無

理
の
な
い
範
囲
で
登
下
校
時
の
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
や
あ

い
さ
つ
励
行
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
感
謝
状
を
受
け

取
っ
た
福
島
会
長
は「

今
後
も
地
域
の
方
々
と
一
体
と
な
っ

て
、
事
故
や
犯
罪
の
な
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す」

と
話
し
ま
し
た
。

様々な意見がでたパネルディスカッション

２
月
21
日
、
町
と
八
千
代
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

（

新
城
雪
子
会
長）

主
催
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
フ
ォ

ー
ラ

ム
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
つ
く
ば
市
在
住
で

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
倉
洋
子
さ
ん
司
会
で
行
わ
れ

ひ
ろ

こ

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
社
会
福
祉
士
の
吉
川

真
弓
さ
ん
、
学
校
評
議
員
の
小
川
敏
雄
さ
ん
、
農
業
委
員
の

小
竹
節
さ
ん
、
商
工
会
役
員
の
岡
田
ま
す
み
さ
ん
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
参
加
。
経
験
談
を
交
え
て
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
の
考
え
や
意
見
が
熱
く
語
ら
れ
、
来
場
し
た
約
１
５
０

人
の
聴
衆
は
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

小
倉
さ
ん
は
、「

男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
社
会
実
現

の
た
め
に
は
、
心
遣
い
・
や
さ
し
さ
・
愛
情
を
持
ち
、
お
互

い
を
認
め
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す」

と
話
し
ま
し
た
。

誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
を

ー
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

ー

大久保司町長へ報告に訪れた大久保さん（左）と
内藤さん（右）

下妻警察署長から感謝状を受け取る福島さん（左）

２
月
15
日
、
村
貫
西
の
大
久
保

和
夫
さ
ん
と
下
山
川
の
内
藤
勝
雄

さ
ん
が
民
間
自
治
功
労
者
と
し
て

県
町
村
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

大
久
保
さ
ん
は
平
成
11
年
か
ら

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
し
て

活
躍
、
内
藤
さ
ん
は
畑
総
の
促
進

協
議
会
会
長
と
し
て
円
滑
な
事
業

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
二
人
は
区
長
、
副
区
長
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
、
当
時
抱
え
て
い

た
行
政
区
の
問
題
解
決
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
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み ん な の 広 場

【コメント】

マイペ－スでマ

マっ子のかーく

ん、おませで元気

なみーちゃん お

姉ちゃんときょう

だい仲良く笑顔

いっぱいの毎日を

過ごそうね。ママ

とパパの宝物だ

よ!!

父 信 也 さん

母 由 果 さん

俳

句

恋
猫
の
呆
け
面
し
て
朝
も
ど
る

松

本

野

口

ま
さ
子

晩
酌
に
絡
む
苦
味
や
蕗
の
薹

久
下
田

久
保
ノ
谷

清

春
の
泥
家
ま
で
続
く
ト
ラ
ク
タ
ー

久
下
田

川

村

ヱ
イ
子

病
癒
ゑ
早
春
の
陽
に
父
迎
ふ

大

里

山

中

康

雄

観
音
の
視
線
や
さ
し
き
針
供
養

菅

谷

照

内

美
代
子

春
炬
燵
痰
切
飴
と
文
庫
本

た

ん

き

り
あ

め佐

野

佐

伯

六

花

【コメント】

家族全員、あなた

の笑顔をみると、

とても幸せな気持

ちになれます。こ

れから、人の気持

ちをくみ取れる優

しくて頼もしい男

の子に育ちますよ

うに。

父 英 治 さん

母 幸 子 さん

春
立
つ
や
農
具
の
錆
に
目
を
つ
む
り

小

屋

倉

持

幸

子

啓
蟄
を
知
っ
て
知
ら
ず
か
虫
の
顔

け

い

ち
つ

塩

本

小

倉

俊

雄

短

歌

口
づ
け
は
夕
べ
の
夢
や
亡
父
を
見
る

ち

ち

春
眠
な
る
も
幸
せ
の
朝

大
戸
新
田

山

本

好

子

縁
先
の
紅
梅
の
根
元
に
福
寿
草

う

め

金
色
に
染
め
花
壇
賑
わ
す

東
大
山

草

間

ふ

み

や ち よ 文 芸
樺

坂 入 唯 斗 さん（下結城小６年）
さか い り ゆ い と

おかあさん 奈保子 さん （築越六軒）
な お こ

大 好 き な 人

大

好

き

な

お

母

さ

ん

ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
、
境
町
の
老
人
ホ
ー
ム
で
働

い
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
少
年
野
球
団
に
入
っ
て
い

ま
す
。
お
母
さ
ん
は
、
朝
早
く
起
き
て
、
お
弁
当
を

作
っ
て
、
球
場
ま
で
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
お
母
さ
ん

が
休
み
の
日
に
は
、
野
球
で
が
ん
ば
っ
て
る
ぼ
く
を

応
え
ん
し
て
く
れ
ま
す
。
野
球
が
休
み
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
時
に
は
、
た
ま
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
連
れ
て
っ
て
く
れ
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
、
勉
強
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
問
題
が
解
け
な
く
て
、
お
母
さ
ん
の
と
こ

ろ
へ
持
っ
て
い
く
と
、
問
題
の
解
き
方
を
優
し
く
そ

し
て
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

ぼ
く
は
、
そ
ん
な
お
母
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

＊みんなの広場では、皆さんからの投稿をお待ちしています。

詳しくは、秘書課秘書広報係まで ℡ 48ー1111（内線3330）

八
千
代
文
芸
俳
句
会
選

一
般
投
句

峯 一輝・美月 ちゃん

みね かず き み づき

平成２６年５月２８日生まれ

（築越六軒）

川 村 悠 耀 ちゃん

かわ む ら ゆ う き

平成２５年１１月１３日生まれ

（野 爪）
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＋

２月25日、役場で要援護者の見守り活動等の協力

に関する協定調印式が行われました。町と協定を結

んだのは、常陽銀行、筑波銀行、茨城県信用組合、結

城信用金庫の各八千代支店です。協定は、日常業務

の中で高齢者などの要援護者に異変や異常を感じた

ときに、町に速やかに連絡してもらうという内容です。

大久保司町長は、「町では、町民が安心して暮らせ

る安全なまちづくりを進めています。皆さまのご協

力をお願いします」とあいさつ。今回の調印式で見

守り協定を結んだ事業者は16事業者になりました。

町と金融機関が見守り協定を締結

協定を締結した金融機関の支店長の皆さん

町消防団（小菅康司団長）やさわきこども園女性

消防隊（高野ひろみ隊長）などが消防功労で表彰を

受け、３月11日に消防団幹部とさわきこども園女性

消防隊の代表者が大久保司町長に報告に訪れました。

受賞者は以下のとおりです。（敬称略）

消防功労で町消防団などが表彰

町長に報告に訪れた消防関係者の皆さん

３月６日、栃木県宇都宮市「ろまんちっく村」で、

第７回大鍋まつりが行われました。このイベントは、

宮城県気仙沼市なども参加し、地域の魅力発信のほ

か食を通じた復興支援を目的に開催されています。

八千代町からは憩遊館職員などが参加。生産量日

本一を誇る白菜を使った白菜キムチ鍋を提供しなが

ら「るるぶ八千代町」や観光リーフレット等を配布

し、町をＰＲしました。用意した５００食分の白菜

キムチ鍋は２時間でなくなり、同時販売していた白

菜キムチも完売するなど大盛況でした。

大鍋まつりで町をＰＲ

お客さんで賑わう八千代町のブース

被災車をボランティアで修理

３月11日に佐野西の吉田久雄さんがボランティア

で修理した車を宮城県の南三陸町に住む友人に届け

ました。車はカローラクーペ1400SR、震災で被災し、

古い車のため修理できず困っていたところを、以前か

ら交流のあった吉田さんが修理を引き受けたそうです。

吉田さんは「車を預かったときは部品が外されて

いて配線がわからず、一つ一つ確認するのが大変で

した。引き渡すのが３月11日と決まっていたので車

検が間に合うか不安でしたが、間に合ってほっとし

ました」と話していました。

修理した車と吉田さん（右）、出発の前に佐野西の為我井義雄

区長（左）と廣瀬和夫副区長が激励に訪れました

○消防庁長官表彰

防災功労者 八千代町消防団

竿頭綬 八千代町消防団

○茨城県知事表彰

功労章 団長 小菅康司

○日本消防協会会長表彰

優良婦人消防隊表彰旗

さわきこども園女性消防隊
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(敬称略)

スポーツ大会の結果

スポーツファイル

■第23回旭ヶ丘学童野球大会

〔と き〕11月１日（日）３日（火）７日（土）

〔ところ〕筑西市旭ヶ丘野球場ほか

〔主 催〕嘉田生野球スポーツ少年団育成会

〔主な結果〕

優 勝 中結城スポーツ少年団

■第33回八千代町近隣ミニバスケットボールスポー

ツ少年団交流大会

〔と き〕12月12日（土）13日（日）

〔ところ〕八千代町総合体育館

〔主 催〕八千代町スポーツ少年団ほか

〔主な結果〕

男子の部

優 勝 八千代ＭＢＣ

■第39回八千代町グラウンド・ゴルフ定期大会

〔と き〕12月16日（水）

〔ところ〕八千代町民公園

〔主 催〕八千代町体育協会

〔主な結果〕

男子の部

第１位 鈴木新平（ＴＧＧ）

第２位 高橋富男（山の神）

第３位 高野市郎（ＴＧＧ）

第４位 久保谷和夫（ＦＧＧ）

第５位 青木源紀（健友会）

女子の部

第１位 中山貞子（健友会）

第２位 野中春江（ＴＧＧ）

第３位 平田ハルイ（ＴＧＧ）

第４位 磯山操（ＦＧＧ）

第５位 鈴木きみい（ＴＧＧ）

■第12回新治カップミニバスケットボール大会

〔と き〕12月23日（水）

〔ところ〕協和の杜体育館

〔主 催〕新治ＭＢＣ育成会

〔主な結果〕

優 勝 八千代ＭＢＣ優勝した中結城スポーツ少年団の皆さん

広告

優勝した八千代ＭＢＣの皆さん

優勝した八千代ＭＢＣの皆さん
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２０１６. ４. １ №５８３
発 行 八 千 代 町 役 場

℡ 48－１１１１（代表）

お知らせ版
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
機
能

を
利
用
し
、
簡
単
な
画
面
操
作
で

１
１
９
番
通
報
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

対
象
者

聴
覚
や
平
衡
機
能
、
音

声
言
語
機
能
ま
た
は
そ
し
ゃ

く
機

能
に
障
害
が
あ
り
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

利
用
方
法

事
前
登
録
が
必
要
で

す
。
登
録
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
運
用
の
お
知
ら
せ

登
録
料

無
料（

通
信
に
か
か
る

費
用
は
自
己
負
担）

福
祉
保
健
課
社
会
福
祉
係

（

内
線
１
２
１
１）

「

い
ば
ら
きK

i
ds

Cl
u
b」

カ
ー

ド
が
、
全
国
の
子
育
て
家
庭
優
待

制
度
等
の
協
賛
店
舗
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
、

茨
城
県
外
で
利
用
で
き
る
の
は
全

国
共
通
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
入
っ

た
新

カ
ー
ド
に
限
り
ま
す
。
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
入
っ
て
い
な
い
カ
ー
ド
と
新

カ
ー
ド
の
交
換
は
、
役
場
福
祉
保

健
課
窓
口
に
て
対
応
い
た
し
ま

す
。
制
度
詳
細
等
に
つ
い
て
は
内

閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h
tt

p
:
/
/

w
ww

8
.

c
ao

.
g
o
.

j
p/

s
ho

u
sh

i
/

s
h
o
u
s
h
i
k
a
/
p
a
s
s
p
o
r
t
.

h
t
m
l
)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
保
健
課
児
童
福
祉
係

（

内
線
１
２
２
０）

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

４
月
26
日（

火）

午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い（

完
全
予

約
制
で
す）

保
健
セ
ン
タ
ー

48-

１
９
５
５

茨
城
県
で
は
、
生
活
に
困
っ
て

い
る
、
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、

社
会
に
出
る
の
が
こ
わ
い
等
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

日
時

毎
月
第
３
火
曜
日
、
午
前

10
時
～
午
後
３
時（

正
午
～
午
後

１
時
を
除
く）

場
所

役
場
会
議
室

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
役
場
福

祉
保
健
課
社
会
福
祉
係（

内
線
１

２
１
０）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
地
域
福
祉
室

０
２
８
０-

87-

０
２
２
４

４月の納税等

固定資産税（第１期）

国民健康保険税（第１期）

介護保険料（第１期）

納期は５月２日（月）です

税務課（内線1311）

福祉保健課（内線1230）

「

い
ば
ら
き

K
i
ds

C
lu

b
」

カ
ー
ド
ご
利
用
の
お
知
ら
せ

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
の
巡
回
相
談
に
つ
い
て

TEL

平成２８年度 児童クラブについて

対象児童 町内の小学校に通学し、保護者が労働などのために昼間家庭にいない児童

費 用 月額６０００円

※夏・冬・春休み期間の費用などは各児童クラブで異なります。直接お問い合わせください。

申込方法 各児童クラブに直接お申し込みください（随時）。申請書等は各児童クラブで備えています。

【ひとり親家庭等放課後児童クラブ利用料助成事業】

助成対象者 次の①、②のどちらも満たす者

①ひとり親等の保護者で八千代町に居住し住民票があること。

②児童扶養手当を全額受給していること。

助 成 額 月額６０００円（上限）

問い合わせ 福祉保健課児童福祉係 内線１２２０

児童クラブ名 開設場所 電話番号

ワ ク ワ ク 児 童 ク ラ ブ 八 千 代 保 育 園 内 48‐０６６８

たちばな幼稚園児童クラブ た ち ば な 幼 稚 園 内 48‐０２５４

さ わ き 児 童 ク ラ ブ さ わ き こ ど も 園 内 48‐１８８３

安静ドリーム児童クラブ

み の り 児 童 ク ラ ブ

安 静 保 育 園 内

中 結 城 保 育 園 内

48‐２２９５

48‐０１７３

48‐０１０２

48‐２５１１

48‐２５３５八千代ひかり幼稚園内

八千代中央幼稚園内

ひ か り 保 育 園 内ひかり保育園児童クラブ

八千代中央児童クラブ

風 の 子 児 童 ク ラ ブ

開設時間

○月曜日～金曜日

午後１時～６時30分

○夏・冬・春休み

午前８時～午後６時30分

○日曜日・祝日・8/12～18

・12/28～1/4は休み

○土曜日の開設は各児童クラブ

へお問い合わせください

TEL

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
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曜
日（

全
16
回）

午
前
９
時
30
分

～
11
時【

木
曜
日
教
室】

５
月
19

日（

木）

～
９
月
15
日（

木）

毎

週
木
曜
日（

全
16
回）

午
後
１
時

30
分
～
３
時
※
両
方
の
教
室
に
参

加
は
で
き
ま
せ
ん
。
日
程
詳
細
に

つ
い
て
は
申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。

場
所

中
央
公
民
館

対
象
者

町
内
在
住
で
65
歳
以
上

内
容

運
動
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
な
ど

定
員

各
25
人

参
加
費

１
０
０
０
円

申
込
期
限

５
月
２
日（

月）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

内
線
１
２
４
０）

４
金
曜
日（

全
10
回）

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

※
会
場
の
都
合
等
で
日
程
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所

中
央
公
民
館

講
師

飯
山
静
煌
氏（

琴
伝
流）

じ
ょ
う
こ
う

定
員

15
人

費
用

【

テ
キ
ス
ト
代】

１
８
０
０

円【

貸
し
琴
代】

月
額
１
０
０
０

円（

期
間
中
持
ち
帰
り
可）

申
込
期
限

４
月
29
日（

金）

中
央
公
民
館（

月
曜
日
休
館）

48-

１
５
１
５

い
つ
ま
で
も
介
護
を
受
け
ず
に

元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
の
教
室
で

す
。
健
康
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
み

ん
な
で
楽
し
く
体
操
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

【

火
曜
日
教
室】

５
月
17
日

（

火）

～
９
月
13
日（

火）

毎
週
火

手
話
っ
て
何
だ
ろ
う
？
と
興
味

を
お
持
ち
の
方
。
手
と
手
で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
手
話
を

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
と
手
話
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
方

を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

期
間

５
月
10
日（

火）

～
３
月

21
日（

火）

全
33
回
、
火
曜
日
の

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

場
所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

定
員

10
人（

先
着
順）

講
師

茨
城
県
聴
覚
障
害
者
協
会

「

や
す
ら
ぎ」

手
話
通
訳
士

受
講
料

無
料

申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

申
込
期
限

４
月
18
日（

月）

社
会
福
祉
協
議
会

49-

３
９
４
９

指
先
を
使
っ
て
音
楽
を
奏
で
る

大
正
琴
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。楽

譜
を
読
め
な
く
て
も
数
字
譜（

数

字
で
音
階
表
記）

だ
か
ら
簡
単
で

す
。
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時

５
月
か
ら
10
月
の
第
２
・

４月の高齢者相談

介護、福祉、生活などに関す

るご相談をお寄せください。

【相談日】４月20日（水）

午前８時30分～午後５時

地域包括支援センター

30-２４００（直通）TEL

水道水の放射能測定結果をお知らせします

（検査日:３月９日 検査機関:（株）江東微生物研究所）
■「不検出」とは、測定結果が検出限界値（1Bq/kg以下）を下回っ
たことを意味します。

■町の水道水に含まれている県西水道水の水質検査結果は、茨
城県企業局のホームページ（http://www.pref.ibaraki.jp/
bukyoku/kigyou/）で公表しています。

問い合わせ 上下水道課上水道係 ℡ 48-２０３７

採水場所 採水日 放射性セシウム（Bq/kg） 管理目標値

浄水場出口 ３月８日
不検出
不検出

10Bq/kg
134Cs
137Cs

TEL

TEL

国民年金についてのお知らせ

○国民年金保険料が変わります

平成28年４月から月額１６，２６０円に変わります。

○お得な前納制度をご利用ください

現金で納付する方は、６カ月分をまとめて納付すると７

９０円、１年間分では３，４６０円の割引を受けられま

す。前納できる期間は５月２日（月）までです。

○学生納付特例制度について

前年度の所得が一定額以下の学生が保険料の納付を猶予

できる制度です。制度を利用するためには申請手続きが

必要です。

申請場所 町民課保険年金係、下館年金事務所

申請に必要なもの 学生証の写しまたは在学証明書、年

金手帳、印鑑、平成26年12月31日以降に会社を退職して

学生となった方は離職が確認できる公的機関の証明の写

し（雇用保険受給者証、離職票など）

※日本年金機構から「学生納付特例申請書」のハガキが

届いた方は必要事項を記入し返送してください。

問い合わせ 町民課保険年金係 内線１１２１

下館年金事務所 ℡25-０８２９

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
手
話
講
座

受
講
生
募
集

大
正
琴
講
座
参
加
者
を
募

集

介
護
予
防「

元
気
満
点
教

室」

参
加
者
募
集

妙義山ハイキング参加者募集

八千代町スポーツ推進委員主催によるハイキング

を開催します。絶景ポイント満載の妙義山へハイキ

ングに行きませんか。参加者を募集します。

日 時 ５月15日（日）午前７時出発（予定）

場 所 群馬県富岡市 妙義山

集合場所 総合体育館前

募集人員 30人（先着順）

参 加 費 ２０００円

申込方法 総合体育館窓口にて参加費を添えてお申

し込みください。

受付開始 ４月17日（日）午前９時～

※詳細は申込時に配布します。

問い合わせ・申し込み

総合体育館（月曜日休館）

℡48-２４６９
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■広報やちよ №６７８ 平成28年４月１日発行

■編 集 発 行 八千代町秘書課

〒300-3592 茨城県結城郡八千代町大字菅谷1170番地

℡ 0296-48-1111 ㈹ FAX 0296-48-0161

ホームページアドレス http : //www town ibaraki-yachiyo lg jp/

（ホームページで、町の各種情報がご覧になれます）

. . . .

人のうごき ３月１日現在

人 口 22,852人 （987）

男 11,844人 （819）

女 11,008人 （168）

世帯数 7,386世帯 （837）

（ ）内は外国人で内数「八菜丸」
は な まる

町イメージキャラクター

日 時 ５月２２日（日）【入場無料】

開場 午後０時30分

開演 午後１時

会 場 八千代町立図書館 集会ホール

問い合わせ 図書館 TEL 48－４６４６

都山流竹琳軒

上野さんが作曲した仏教音

楽を中心として、全９曲を

尺八やヴァイオリンで演奏

します

菅谷在住の都山流尺八奏者

上野悠山さん

上野悠山尺八コンサート


